
(

次期教育振興基本計画案の策定体制・進め方（有識者の選定）について

有識者「教育委員協議会」の活用

市 長
（策定主体）

総合教育会議

関係者等（会議が求めるとき参加）

特別顧問

助言協議

有識者

意
見
交
換

教育委員会
（策定に関与）

有識者の説明を受け、教育委員会として整理した意見

資料３

(
○役割 外部の客観的な視点からの、現行計画の施策の検証を

行い、計画原案策定に参考となる意見を述べる。
○選定 幼児教育、英語教育、理数科教育など各検証分野並び

に教育全体に関する学識経験を有する者のうちから、
有識者を委嘱する。

• 施策の検証については、課題別ＷＧと協力して行うなどし、
計画原案策定の参考となる意見を述べてもらう。

• 検証、計画原案策定に関わって、必要に応じて、特別顧問、教
育委員と意見交換を行う。

• 総合教育会議の求めに応じて出席し、説明、意見を述べる。

○活用
総合教育会議で市長と協議する内容（①計画の
方向性、②現行計画の施策の検証結果、③改訂
する計画原案、等）について、以下の過程を踏ま
えつつ、総合教育会議における協議の準備として
事前に教育委員会としての意見を整理するため
に活用。

○目的 現場校長、教員、区役所による施策検証、意見集約
○参加者 校園長、教員（公募、推薦）、関係職員（事業所管課）

課題別ワーキング
グループ

検証報告、意見

現行計画の施策の検証結果について、有識者よ
り事前説明を受けたり、改訂する計画原案につい
ての有識者の意見を聞く。

必要に応じて、検証作業の状況を自ら確認する。

検証指示、意見聴取

意見交換

検証の確認

教育委員会
事務局（職員）

市長事務
補助執行
（原案策定
作業）

教育委員会
の機関
（調整事務）



有識者名簿（案）

事項 有識者名 所属 役職 分野等

ICT教育 藤村 裕一 鳴門教育大学 准教授 情報教育・校務支援

英語教育 松宮 新吾 関西外国語大学 教授 英語教育全般

体力向上 巽 樹理 追手門学院大学 専任講師
元大阪市体力向上推進委員会

副座長

理数科教育 野崎 晃平 豊田自動織機 常勤監査役 理数学力

役割 ：計画原案の策定の参考とするため、現行計画の施策の検証、今後の施策展開や計画への
反映についての意見陳述

幼児教育
（3歳～）

久野 泰可 「こぐま会」 代表
就学前カリキュラム策定時

有識者

幼児教育
（0歳～）

吉岡 眞知子 東大阪大学 教授
就学前カリキュラム策定時

有識者

安全・安心 藤平 敦 国立教育政策研究所
生徒指導研究
センター総括
研究官

生徒指導・進路指導

特別支援教育 宮脇 大 大阪市立大学 講師 児童精神医学

その他 清成 哲也 一般財団法人関西棋院 棋士９段 囲碁の棋士

生涯学習 久 隆浩 近畿大学 教授 大阪市社会教育委員


